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『大阪大学国際教育交流センター研究論集　多文化社会と留学生交流』第28号（2024）

＊	 東北大学歯学研究科特任講師
†	 武庫川女子大学文学部講師
‡	 元大阪大学国際教育交流センター事務補佐員 Project HELP ! 担当

留学生との英語学習プログラム “Project HELP! ” の実践報告
― 9 年間の取り組み事例とアンケート結果の分析を中心に―

中野　遼子＊・林　貴哉†・垣塚　保子‡

要　旨
　本稿は、2015年度より大阪大学国際教育交流センター主催で開始した「留学生との英語学習
プログラム “Project HELP ! ” 」（以下、HELP!  ）について、その実践報告を行うとともに、参
加者対象に実施したアンケート結果を分析して、HELP! の教育的効果を明らかにすることを目
的としている。具体的には、HELP! の9年間のデータをまとめ、留学生（メンター）と英語学
習者（メンティー）のマッチングのルールについて整理する。次に、これまでのアンケート結
果を分析することで、メンターとメンティーにそれぞれどのような学びがあったのかを明らか
にする。HELP! は2023年度で終了することになったが、最終的には、HELP! のような英語学
習プログラムを持続可能なものにするために考慮すべき点を提示し、プログラムの発展につな
げたい。

【キーワード】英語学習、留学生、メンタリング、タンデム、マッチング

1　はじめに

　大阪大学国際教育交流センターは、2015年度から
留学生との英語学習プログラム “Project HELP ! ” 
（Harmonized English Language Program, 以下、HELP !）
を実施している。HELP ! は、英語学習者（メンティ
ー）と英語が堪能な留学生（メンター）をマッチン
グし、メンティーの International English Language 
Testing System（英語力証明試験。以下、IELTS）の
スコア向上を目指す 3ヶ月間の英語メンタリング学
習プログラムである。
　本稿では、これまでのHELP ! のデータを整理し、
メンティーとメンター対象のアンケート結果を分析
することで、HELP ! の 9年間の総括を行う。その際、
9年間の取り組みから得られたマッチングルールや
今後の学生交流の取り組みにとって参考になること
を提示する。

2　Project HELP! とは

2-1　HELP! の概要
　HELP ! の詳細については、歳岡（2016a; 2016b）
や、中野・近藤（2019）を参照いただくとして、本
項では、簡単な説明にとどめる。HELP ! は、3ヶ月
間で90分×8回、計12時間の英語メンタリング学習
プログラムであり、年 2回実施されている。メンタ
リング期間中は、マッチングされたメンティーとメ
ンターが、特にスピーキングとライティングに焦点
を当てて、メンティーのスコア向上（本学の交換留
学派遣に必要な IELTS 6.0以上）を目指す。本稿に
おけるメンタリングとは、メンターがメンティーに
「英語を教える」のではなく、「目標とする IELTSス
コアが獲得できるよう支援し、英語力向上につなが
る行為・行動を導くこと」である。さらに、HELP !
は、ブリティッシュ・カウンシル（以下、BC）およ
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び日本英語検定協会（以下、英検協会）の協力のも
と、オリエンテーション時にメンターへの IELTS指
導研修やメンティーへの IELTS試験（スピーキング
を除く）も実施している。
　2020年度のパンデミック時期は、オンラインによ
りプログラムを実施したが、国内学生と留学生の交
流を推進するために、原則的には対面でのメンタリ
ングをルールとしている。

2-2　HELP! の参加者数について
　これまでの応募者・参加者については、まず、第
1期から第18期までの応募総数はメンターが376名、
メンティーが657名で、421ペアをマッチングするこ
とができた（表1）。
　第 4期以降は、毎期30組以上のペアをマッチング
していたが、2020年度（第11期）以降、パンデミッ
クの影響により、メンターの応募が減少し、ペア数
が毎期20組前後に落ち込んだ。しかし、メンティー
の応募者数は増加傾向にあったため、応募者の半数
近くがマッチングされない状況が続いた。

3　調査方法

　本稿では、筆者らが実施した第 5期から第16期ま
での終了後アンケート結果について記述する。アン
ケート回答者の内訳は、表 2の通りである。メンタ
ーは計149名、メンティーは計272名である。第5期
と第6期のメンター回答者が空欄となっているのは、
メンター対象の終了後アンケートが第 7期より開始
されたためである。
　質問内容は、主にHELP ! における英語学習とその
満足度、そして、メンター・メンティーの交流につ
いて尋ねた。

表 2　終了後アンケートの回答者数

時期 メンター メンティー
第 5期（2017春夏） ― 26

第 6 期（2017秋冬） ― 30

第 7 期（2018春夏） 20 30

第 8 期（2018秋冬） 12 26

第 9 期（2019春夏） 17 30

第10期（2019秋冬） 20 33

第11期（2020春夏） 16 23

第12期（2020秋冬） 8 15

第13期（2021春夏） 19 15

第14期（2021秋冬） 12 14

第15期（2022春夏） 11 11

第16期（2022秋冬） 14 19

合計 149 272

4　結果

　本項では終了後アンケートの結果について述べる。
質問項目数については、メンター用は全16問、メン
ティー用は全17問である。本稿では、紙幅の都合上、
特に重要だと思われる質問結果のみを考察する。

4-1　メンターの満足度
　本項では、メンターがHELP ! へ応募した理由（図1）
から、HELP ! の満足度（図2）、そして HELP ! を通
して何を獲得したか（図3）、に関する回答結果を見
ていく。

表 1　HELP! の参加者数（カッコ内は応募者数）

時期 メンター メンティー ペア数
第 1期（2015後） 11（14） 11（32） 11

第 2 期（追加募集） 6 （8） 7 （22） 7

第 3 期（2016前） 22（24） 22（41） 22

第 4 期（2016後） 29（37） 33（47） 33

第 5 期（2017春夏） 16（16） 30（45） 30

第 6 期（2017秋冬） 23（24） 37（42） 37

第 7 期（2018春夏） 35（36） 35（38） 35

第 8 期（2018秋冬） 25（26） 31（31） 31

第 9 期（2019春夏） 24（29） 34（39） 34

第10期（2019秋冬） 23（26） 34（45） 34

第11期（2020春夏） 17（17） 23（48） 23

第12期（2020秋冬） 10（12） 14（25） 14

第13期（2021春夏） 23（23） 26（50） 26

第14期（2021秋冬） 14（14） 15（18） 15

第15期（2022春夏） 11（11） 11（21） 11

第16期（2022秋冬） 19（19） 20（35） 20

第17期（2023春夏） 10（15） 15（34） 15

第18期（2023秋冬） 18（25） 23（44） 23

合計 336（376） 421（657） 421
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4-1-1　HELP! への応募理由
　HELP ! への応募理由については、「英語を教える
ことに興味がある」、「日本人学生との交流に興味が
ある」、「HELP ! の資格取得に興味がある」の 3つの
回答から、1番目と2番目の理由を選んでもらった。
1番目の理由を 2点、2 番目の理由を 1点とし、点
数化したところ、「日本人学生との交流に興味があ
る」（196点）が最も多かった（図1）。続いて、「英
語を教えることに興味がある」（130）、「HELP ! の資
格取得に興味がある」（38）と続いている。メンター
にとって、HELP ! は、日本人学生と交流する機会と
して、考えられていたといえる。

4-1-2　満足度
　メンターのHELP ! の満足度を聞いたところ、「と
ても満足」（66%）と「満足」（31%）が多く、3%が
「あまり満足していない」と回答していた（図2）。こ
こから、HELP ! は、メンター回答者の97%が満足し
ており、メンターにとって、満足度の高いプログラ
ムだったといえる。

4-1-3　HELP! を通して獲得したこと
　メンターが、HELP ! を通して獲得したことについ
て、10項目の中から選択してもらい、1番目に重要、
2 番目に重要、そのほかに重要なもの（複数回答）
として、順位づけしてもらった。1番目に重要な項
目は 3点、2番目は 2点、その他は 1点として点数
化した結果、図 3のような結果となった。
　まず、メンターが獲得したことで 1番重要だと感
じたことは、「英語を教える自信がついた」（231点）
であった。次に、「メンティーとたくさん交流する機
会があったこと」（194）、「日本や他国の文化について
理解が深まった」（162）、「日本社会での自分の役割
を感じることができた」（133）、「IELTSについての
理解が深まった」（131）と続いている。英語を教え
る自信や、メンティーとの交流機会や異文化理解の
機会の提供だけでなく、「日本社会での自身の役割を
感じられた」ことも上位に入っているということは、
HELP ! が、留学生に社会的役割を提供し、精神的な
サポートにもなっていたということができるだろう。
　また、HELP ! の当初の目的であった「母国の大学
で奨学金を得るために Project HELP ! の修了証の獲
得」（14）が、最下位であったことは、少し驚きであ
った。おそらく、HELP ! の修了証を奨学金獲得に適

用できる大学がそれほど多くはないからだと予想で
きる。そして、「日本語の上達」（24）も順位が低か
った。当初は、ペアになった阪大生から、お礼とし
て日本語のサポートを受けることを想定していたが、
あまり実現していない様子がうかがえる。ここから、
多くのメンターが、HELP ! の修了証も日本語の上達
も重要視せずに、ほとんどボランティアで阪大生の
メンタリング英語学習に従事していたといえる。こ
れまでに、メンティーと比較してメンターの負担の
方が大きいという声もあり、この点については、タ
ンデム学習などの仕組みを取り入れて、メンターと
メンティーとの互恵的な関係を構築する工夫の必要
があると思われる。

4-2　メンティーの満足度
　本項では、HELP ! がメンティーの英語学習や異文
化理解に役立ったか（図 4、図5）、メンタリング英
語学習とこれまでの英語学習との相違点（図6）、メ
ンタリング英語学習を通して獲得したこと（図7）、
に関する回答結果を見ていく。

4-2-1　HELP! がメンティーにとって役に立ったか？
　まず、HELP ! がメンティーの英語学習に役に立っ
たか、という質問については、「大変役に立った」
（86%）、「やや役に立った」（13%）という回答結果
となり、計97%が「役に立った」と回答している
（図4）。
　異文化理解に役に立ったか、については図 5に示
す。HELP ! が、メンティーの異文化理解に「大変役
に立った」（70%）、「やや役に立った」（21%）とメ
ンティーが回答しており、計91%が「役に立った」
と考えていた。
　以上のことから、HELP ! は、大多数のメンティー
の英語学習と異文化理解に役に立っており、メンタ
ーと同様に、メンティーにとっても満足度の高いプ
ログラムであるといえる。

4-2-2　HELP! とこれまでの英語学習方法との相違点
　次に、メンタリング英語学習が従来の英語学習と
どのように違うのかを 5つの項目から選択してもら
い、当てはまる回答を複数選んでもらった。その結
果、「メンタリングでは、相手がいるので英語学習へ
のモチベーションが上がる」（204名）が最も多く選
択された（図6）。続いて、「教科書ベースの学習よ
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図 1　メンターの HELP! 応募理由 図 2　メンターの満足度

図 3　メンターが HELP! を通して獲得したこと

図 4　HELP! がメンティーの英語学習に役立ったか？ 図 5　HELP! がメンティーの異文化理解に役立ったか？

図 6　HELP! とこれまでの英語学習方法との相違点
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図10　メンティーとの交流機会が少なかった理由 図11　メンターとの交流機会が少なかった理由

図 7　メンティーがメンタリング英語学習を通して獲得したこと

図 8　メンティーとの交流機会 図 9　メンターとの交流機会
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り、メンタリングの方が実際に使える英語を学習す
ることができる」（158）、「自分ひとりの学習より、
メンタリングの方が英単語をよく覚えられる」（61）、
「TEDなどの視聴覚教材の利用」（13）、「相違点はな
い」（9）という結果となっている。
　メンタリング英語学習は、相手がいることで、モ
チベーションの向上が見られ、実践的な英語を学習
できることが特徴であるといえる。さらに、実際に
英語を使うことで英単語をよく覚えられると感じる
メンティーもいた。ここから、HELP ! が、メンティ
ーにとって従来とは異なる新しい英語学習の機会を
提供したといえる。

4-2-3　メンタリング英語学習を通して獲得したこと
　メンタリング英語学習を通して獲得したことにつ
いて、15項目の中から選択してもらい、1 番重要、
2番目に重要、その他（複数回答）と順位付けして
もらい点数化した。その結果、「英語学習への意欲が
高まった」（290点）が最もメンティーにとって重要
な項目であった。そして、「英語を話すことに自信が
ついた」（258）、「英語を使ったコミュニケーション
が楽しいと感じるようになった」（233）、「英語を話
すことが上手になった」（176）、「大阪大学で学ぶ留
学生ともっと関わりたいと思うようになった」（176）、
と続いている。全体的には、どの項目も僅差である
が、上位 6項目については英語学習意欲の向上のほ
かに、「話すこと」や「コミュニケーション」等、ス
ピーキング力関連の項目が多い。ここから、メンテ
ィーは、メンタリング学習にスピーキング力の向上
を最も期待していたといえる。また、メンティーは、
英語力の向上のほかに、留学生との交流も重視して
いたことが分かり、マッチングの重要性も示された
といえる。

4-3　HELP! 参加者の交流
　本項では、参加者間の交流に関する質問の回答結
果を述べる。メンターとメンティーの双方を対象に、
「メンタリング中にメンター／メンティーと交流する
機会があったか」（図 8、図9）や、交流機会が少な
かった理由（図10、図11）について尋ねた。

4-3-1　HELP! 参加者のメンタリング外での交流頻度
　HELP ! 参加者がメンタリング以外で交流機会があ
るかについて、メンターとメンティーの双方に質問

した。その結果、メンターは、「よくあった」（5%）、
「ときどきあった」（34%）で、計39%であった。メ
ンティーは、「よくあった」（11%）、「ときどきあっ
た」（31%）で、計42%の回答があった。HELP ! の
オリエンテーションでは、「時間があればできるだけ
交流するように」とアナウンスしているが、メンタ
リング外で交流したのは、ペア全体の40%程度にと
どまった。

4-3-2　交流が少なかった理由
　上記の質問で、メンタリング以外での交流は少な
い、と回答した約60%に、交流が少なかった理由を
聞いた。その結果、まず、メンターは、「自分に時間
がなかった」（37名）、「メンターに時間がなかった」
（35）、「交流したかったが、自分に積極性が足りなか
った」（22）、「趣味や性格が合わなかった」（12）と
いう結果となった。一方、メンティーは、「自分に時
間がなかった」（90名）が最も多く、メンターと同
じ回答結果であった。その後、「交流したかったが、
自分に積極性が足りなかった」（63）「メンターに時
間がなかった」（35）、「趣味や性格が合わなかった」
（6）と続いている。
　メンターもメンティーも互いに「自分に時間がな
かった」ことが要因であったという回答が最も多か
ったが、メンターの次の理由が「メンティーに時間
がなかった」であった。そのため、阪大生が忙しか
ったために、メンタリング外の交流の時間がなかな
か取れなかった現状がうかがえる。また、メンティ
ーは、「交流したかったが、自分に積極性が足りなか
った」という回答も多かった。交流が多かったと回
答したメンターやメンティーは、一緒に食事に行っ
たり、関西の観光地に出かけたりと、昼休みや休日
に様々な交流をしており、ペアによって交流頻度が
全く異なるようである。今後、メンタリング外の交
流を促進するために効果的な対応策を考える必要が
あるだろう。

5　9 年間のHELP! 実践から得たもの

　以上、アンケートの結果から、HELP ! は参加者の
満足度がかなり高いプログラムであることがわかっ
た。特に、メンターにとっては「英語教授法の獲得」
と「阪大生との交流」を、メンティーにとっては「ス
ピーキング力」や「コミュニケーション力の向上」
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と、「留学生との交流」を重視してHELP ! に参加し
ていることが明らかとなった。
　2015年度から9年間のHELP ! の実践を通して、最
も工夫したことは、ペアのマッチングであった。本
項では、マッチングの重要性や工夫したこと、そし
て、アンケートから見えてきたことについて述べる。

5-1　マッチングの際に考慮する点
　HELP ! の実践で最も力を入れたことは、メンター
とメンティーのマッチングである。できるだけ公平
に、なるべくメンタリングを必要としているメンティ
ーに、ペアとの英語学習を持続できるよう、「HELP !
マッチングの際に考慮する点」を考えた（図12）。

図12　HELP! マッチングの際に考慮すること

 
2021/4/10 作成、2021/10/27 更新 

HELP!メンティー選考とマッチングの際に、考慮する点 
 

HELP!コーディネーターは、メンティーのエッセイを事前にしっかり読んでおく。 
＜必須項目＞ 
1. 交換留学を希望しており、そのために IELTS 受験を必要としている。 
2. IELTS スコア、IELTS6.0〜6.5 を目指している。 
3. 時間割と場所（キャンパス）がメンターとマッチする。 
4. 2 人担当のメンターには、英語レベルが同等のメンティーをつける。 
5. （条件が同じ場合）元メンティーより、初参加の学生を優先する。 
6. （条件が同じ場合）過去に応募して、不採用だった学生を優先する。 
7. （条件が同じ場合） 

 春夏学期： 1 回生より、①2〜3 回生、②4 回生以上を優先する。（応募が迫っているため） 
 秋冬学期： 1 回生も積極的に選考する。（交換留学応募の準備のため） 

8. （条件が同じ場合）意欲の高い学生を優先する（ミニ説明会に参加、留学相談に参加） 
 
＜今後のマッチング手順＞ 
1. 書類不備の学生は、補欠リストへ。 
2. 「語学学習」のみ希望の学生は補欠リストへ。 
3. 「交換留学希望」を明記しているメンティーを選ぶ。（それ以外は暫定 Box へ） 
4. 語学スコアを確認（高すぎるスコアの学生は暫定 Box へ） 
5. 2 回目の学生は暫定 Box へ。 
6. メンターと「交換留学希望」学生のマッチング（時間割・場所）。 

※どうしても条件（時間割・場所、対面、英語ネイティブ等）が合わない「交換留学希望」学

生は暫定 Box へ。 
7. 「交換留学希望」の後、「海外留学・院進学」希望学生（留学希望大学欄に記入があるか要確認）

をマッチング（時間割・場所）。 
8. 暫定 Box の学生をマッチング。 
9. 上記を終えてもメンターに余裕があれば、補欠リストの学生をマッチング。 
 
＜良いマッチングのために考慮すべき点＞ 
（ペアの相性が悪いと、ペア解消の原因となるため考慮が必要。） 
1. メンティーが留学を希望する国と、メンターの出身地 
2. 専攻 
3. 趣味 
4. 学年（学部生か、院生か）学年が離れているとペアワークがやりづらくなる。 
5. メンティーが留学生の場合は、2 人持ってくれるメンターとマッチングする（日本人学生との

交流を期待しているメンターが多いため） 
◯ 今後、マルチリンガルプラザとの差別化を図る。 
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　まず、メンティーを公平に選考する基準を定めた。
HELP ! で最も重要な点は、①交換留学を希望してお
り、そのために IELTS受験を必要としていることと、
② IELTS6.0〜6.5を目指していることである。ただ、
HELP ! はメンタリングだけでなく、ペア同士の交流
も期待しているため、「語学学習」のみ希望の応募者
よりは、留学生との交流意欲のある学生を優先する
ようにしていた。そして、③時間割と場所（キャン
パス）がメンターとマッチすることは、メンタリン
グを持続する上で最も重要な点である。次に、④二
人担当可能なメンターには、英語レベルが同等のメ
ンティーをつけることをメンターからのリクエスト
により追加した。英語レベルが異なるメンティーを
担当した場合、メンタリングの準備時間が 2倍かか
るため、メンターの負担軽減のためにも考慮すべき点
である。その後の、「条件が同じ場合」の選考基準は、
交換留学の応募時期等を考慮に入れて、作成した。
マッチング手順については、恣意的にならないよう
にするため、暫定Boxと補欠リストを取り入れた。
　次に、ペアの解消を避けるために、ペア同士の相
性を重視する「良いマッチングのために考慮すべき
点」をまとめた。これは、中野（2016）の、タンデ
ム学習による交換留学生活への影響の事例を参考に
して作成した。ここでは、言語学習パートナーとの
相性が良いと、留学生活が充実するという事例を述
べているが、マッチングで最も重視する点は、メン
ターとメンティーのスケジュールである。ここが一
致していないと、メンタリングが成り立たない。
　そして次に、1）メンティーが留学を希望する国と
メンターの出身地、2）専攻、3）趣味、4）学年（学
部生か、院生か）の順に重要である。特に、学年に
ついては、学年が離れていると話題や求められる英
語力に差が出てペアワークがやりづらくなる傾向が
あるため、考慮が必要である。そして、5）メンティ
ーが留学生の場合は、2人持ってくれるメンターと
マッチングする、という工夫もしていた。その理由
は、日本人学生との交流を期待しているメンターが
多いことと、留学生メンティーもメンターを通して
日本人学生との交流が可能になるためである。
　以上が、マッチングやメンティー選考の際に考慮
する点である。マッチングは、メンターの留学満足
度や、メンティーの英語学習の向上に強く影響する
ため、同様のプログラムを実施する際は、上記の基
準や手順を考慮に入れることが重要だと考える。

5-2　HELP! 参加者の交流の難しさ
　アンケートの結果から、メンタリング外で交流で
きたペアは、全体の40%程度であることがわかった。
多くのメンターが、日本人学生との交流をHELP ! へ
の参加理由として挙げているが、メンタリング外で
の交流は簡単ではないといえる。以前から、「このプ
ロジェクト参加者限定の対面イベントがあればさら
に交流が深まると思います」といった記述回答が多
くあり、筆者らもHELP ! 参加者対象のイベントを月
1回のペースで開催したこともあったが、結局参加
者はほとんどいなかった。8回のメンタリングの機
会はあるが、60%のペアがそれ以上の交流を持たな
かったことは少し残念である。

5-3　アンケートから見えたHELP! の特徴
　HELP ! 参加者がプログラム参加を通して獲得した
ことに関する質問で、メンターは、「英語を教える自
信がついた」（231点）、「メンティーと交流する機会
が多かった」（194）、「日本や他国の文化について理
解が深まった」（162）となっており、英語教授法以
外に、メンティーとの交流や異文化理解の深まりを
挙げている。一方、メンティーは、「英語学習への意
欲が高まった」（290点）、「英語を話すことに自信が
ついた」（258）、「英語を使ったコミュニケーション
が楽しいと感じるようになった」（233）など、英語
学習に関するものが上位を占めている。ここから、
メンターとメンティーでは参加目的が異なることが
わかる。
　次に、メンターは英語教授への自信の獲得、メン
ティーは英語学習への意欲の高まりを最も重要なこ
ととして挙げていることから、HELP ! は、「英語学
習」の効果がかなり高いプログラムであるといえる。
その理由としては、BCと英検協会の協力が大きいと
思われる。この 2機関のおかげで、HELP ! オリエン
テーションの際に、メンターには本格的な IELTS指
導法が教授され、メンティーは実際に IELTSの試験
を受験することができた。さらに、メンティーは 8
回のメンタリング学習終了後に IELTSの受験が義務
化されている。これは、他の言語プログラムやタン
デム学習にはない特徴であり、大学のような教育機
関でしか実施できないプログラムであるといえる。
筆者自身、HELP ! の記述回答には、メンター・メン
ティーと交流できた喜びの声が多いため、学生同士
の交流がHELP ! の最も大きな成果と思い込んでいた
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が、アンケート結果より、参加者は「英語学習」へ
の期待が高いことがわかった。ただし、IELTS指導
研修の費用や、学生の IELTS受験とその費用負担の
義務等、金銭的な負担が大きいことも事実である。
今後、HELP ! のようなメンタリング英語学習プログ
ラムを持続可能なものにするためには、①運営費の
獲得、②メンターの負担軽減、③参加者間の交流促
進の工夫を考慮に入れる必要があると思われる。

6　まとめと今後の課題

　本稿では、9年間のHELP ! の実践概要および第 5
期から第16期までのアンケート結果とその考察、そ
してHELP ! の実践を通して得られたマッチングルー
ルなどについて述べてきた。
　アンケート結果からは、メンターおよびメンティ
ーの双方にとって、HELP ! の満足度が高いこと、そ
して、HELP ! が英語教授経験や英語学習だけでなく、
異文化理解や異文化交流にも効果があることが明ら
かとなった。
　本稿の限界は、主にアンケートの回答結果を提示
してきたため、量的なデータ分析のみとなっている
点である。今後は、記述回答をまとめて、より具体
的な事例を紹介しながら、HELP ! の教育的効果の解
明を進めたい。
　最後に、今後のHELP ! について述べる。HELP ! は、
2023年度末にプログラムを終了する予定である。そ
の理由は、予算の減少に伴い、HELP ! を継続すること
ができなくなったためである。満足度が高いプログ
ラムであり、「今後も続けてほしい」という参加者の

声が多い中でのプログラムの終了は大変残念である。
　ただ、9 年間のHELP ! の実践で得られたことは、
今後の留学交流教育に活かせると考えている。特に、
マッチングの基準や、HELP ! 運営のノウハウは、今
後引き継ぐべきであろう。また、メンターが、HELP !
の経験から得たメンタリング英語教授法等を、これ
からのタンデム学習や英語学習サポートへ応用する
ことが可能であると思われる。また、HELP ! は、学
外機関との協働により、英語教授法や英語学習法を
重視したプログラムとして、メンター、メンティー
双方の将来にとって有益であったととともに、大阪
大学内の留学生と国内学生の交流を促進してきた貴
重なプログラムであったといえる。今後は、HELP !
の経験を活かしながら、より持続可能な言語学習・
交流促進プログラムの開発に力を入れていきたい。
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